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議題１ 今年度の主要施策について 

 １ 教育委員会 

大洲市教育大綱の基本理念 

 ふるさと“大洲”を愛する人づくり 

  近年、尐子高齢化や地域コミュニティの衰退が進み、教育課題が多様化・複
雑化する中、未来を担う子どもたちの健全な育成を社会全体で支え、市民の連
帯感を醸成していくことなどが求められています。 

  そこで、｢ふるさと“大洲”を愛する人づくり｣を基本理念とし、社会全体で
ふるさとへの誇りと愛着を持つ子どもたちを育み、市民がたゆまぬ学びの中で
絆を深めていくことで、だれもが地域社会の一員として活躍し続けるまちを目
指します。 

 

平成２８年度 大洲市教育委員会 
教育基本方針・主要施策と主要事業の概要 

 

 大洲市教育委員会は、大洲市教育大綱における「ふるさと“大洲”を愛する人

づくり」の基本理念のもと、３つの基本目標を達成するための基本方針に基づき、

平成２８年度の教育主要施策を次のように定め、大洲市教育の充実・発展に努め

ます。 

基本目標１ 未来を拓く子供の育成 

 

基本方針１ 確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成 

 子ども一人一人に応じた指導方法の工夫や改善を図りながら、自ら学ぶ意欲を高め、確

かな学力の定着と向上に努めるとともに、自他の生命を尊重し、人を思いやる心を育む道

徳教育に取り組み、正しい生活習慣の定着や運動・食育の推進により健やかな体を育成し

ます。 

 

主要施策⑴ 学力及び体力の向上 11,708 

 ア 学校の教育力向上推進事業  4,304 

  全国学力・学習状況調査等の調査及び全国体力・運動能力調査結果をもとに、各

小中学校の実態を把握し、各小中学校の実態に応じた学力及び体力の向上を図る。 

  ■先進地視察研修（秋田県秋田市、新居浜市、西条市） 104 

  ■教材購入等（２教科⇒３教科） 4,200 

イ 大洲市教育力向上推進委員会事業  0 

  学力及び体力を向上させるため、児童生徒及び教職員が、ゆとりを持って集中し

て取り組めるよう、行事等の精選について検討を進める。 

ウ 学校図書館蔵書充実事業 〔拡充〕 7,404 

  大洲市子ども読書活動推進計画に基づき、学校における子どもの読書活動を推進

するため、「魅力ある学校図書館」を目指し、標準冊数の不足及び蔵書内容の偏りや

古い図書の更新など、課題の解消を図る。 
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  平成 28 年度からの５か年で充足率 100％を目標に整備（予算額：小中各 2,000 千

円／年 増額）し、達成後は学校図書館の図書の整備状況や実情に応じ、蔵書更新

など計画的に図書を整備することにより、「調べ学習」の充実や読書意欲の向上に努

める。 

エ 体力づくり推進事業  0 

  各小中学校の実態等に応じた取組を推進する。県教委が設けているＩＴスタジア

ムを積極的に活用し、基礎体力と運動能力の向上を図る。 

主要施策⑵ 豊かな人間性の育成と人権・同和教育の推進 1,120 

 ア 道徳教育推進事業  0 

  道徳の教科化を念頭に置き、現行の指導計画を見直すとともに、教科化に向けた

研修を進める。 

イ 人権・同和教育推進事業  0 

  各小中学校における人権・同和教育の指導計画を見直し、学校の状況に応じた適

切な指導を進める。また、教職員の研修が深まるよう支援を行う。 

ウ 中江藤樹の遺徳継承事業  1,120 

 ① 中江藤樹小学生交流事業 （企画費）959 

   中江藤樹ゆかりの大洲市と高島市の小学生が、互いの教育活動を広く紹介し交

流することにより、各地の文化に触れて見聞を広めるとともに自分の意見を述べ

たり、他人の思いを聞くことにより、考えを深め合う。 

  ■実施予定日   平成 28 年７月 27 日～７月 29 日 

  ■参加児童数   小学６年生 20 人(13 校) 

  ② 中江藤樹景仰の活動推進 161 

   中江藤樹を顕彰し、業績を称えるとともに、その教えを現在の学校・社会教育

に生かすための諸事業を実施する。 

  ■藤樹まつり式典（11 月 1 日）・講演会（１月 20 日）の実施 

  ■藤樹会報の発行（年３回） 

  ■藤樹こども会の育成 

  ■藤樹会賞の児童・生徒への授与 

  ■藤樹の教えを生かす心の教育の推進 

主要施策⑶ 栄養バランスのとれた安全・安心な学校給食の提供 140 

 ア 学校給食の充実及び食育推進事業  0 

  献立や食材に児童生徒等の意見を取り入れながら、栄養バランスが取れ、食物ア

レルギーを有する児童生徒にも対応した安全安心な学校給食の提供及び食育活動の

推進に努めるとともに、調理機器を活かした献立や調理方法の拡充を行う。 

イ 地産地消推進事業  0 

  大洲産の生鮮野菜・果物類使用率のさらなる向上と調達の安定を図るため、引き

続き「愛たい菜」や地元納入業者等との連携を密にし、大洲産食材の供給ルートの

確保、開発を行う。 

  また、端境期対策としての地元産冷凍野菜類をはじめ新たな地元産加工品の導入

の検討も行う。 
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ウ 適切な施設の点検整備と衛生管理徹底事業  140 

  学校給食衛生管理基準に基づき、学校薬剤師と協力し、施設の点検整備と徹底的

な衛生管理を行い、設備・備品等の適切な維持管理と食中毒の発生防止に努め、調

理員等の習熟を進める。また、ノロウイルス流行時期には、ノロウイルスに感染し

ているが症状が出ていない健康保菌者の有無を検便検査で確認し、更なる衛生管理

の徹底を図る。 

エ モニタリング及び運営委員会による定期的な点検・評価事業  0 

  事業者が行う維持管理・運営業務に対して日々の状況を確認しながら、関係者か

らのヒアリング、定期的なモニタリングを実施し、適切な業務遂行の監視を行うと

ともに、運営委員会を開催し、事業者との綿密な情報交換などさらなる連携を図る。 

 

 

基本方針２ 郷土を愛する心と世界に通用する人材の育成 

 地域の人々との出会いや地域の歴史・自然の学びを通して郷土を愛する心を育むととも

に、キャリア教育の充実により確かな夢を持ち、社会を生き抜く力を養い、情報教育や語

学学習・国際交流などを通して幅広く世界で活躍できる国際感覚豊かな人材を育成しま

す。 

 

主要施策⑴ 郷土を愛する心の育成 200 

 ア キャリア教育推進事業  200 

  生徒が「生きる力」を身に付け、主体的に自己の進路を選択できるなど、社会人、

職業人として自立していくことができるように３日間の職場体験等を実施する。 

イ 郷土を愛する心の育成推進事業  0 

  中学校歴史副読本等を活用して、郷土の先哲の足跡を学び、郷土の文化や自然を

愛し、継承していく心を培う。 

主要施策⑵ 国際感覚豊かな人材の育成 26,069 

 ア ＡＬＴ活用指導充実事業  19,474 

  中学校における英語指導、小学校における新学習指導要領実施による５・６年生

の外国語活動や総合的な学習、学級活動において遊びを取り入れた簡単な英語教室

を実施し、児童・生徒の英語に対する興味、関心及び学習意欲を高め、外国語教育

の充実を図る。 

イ 中学生海外派遣事業を通じた国際交流啓発推進事業  

（桝山教育振興会助成事業 2,000） 

6,595 

（企画費） 

  未来の大洲市を担う中学生を海外に派遣し、異国の文化、歴史、経済、生活習慣

及び国民性の違い等を肌で感受させ、その体験を通して国際的な感覚の涵養と視野

を広めさせることにより、国際化時代にふさわしい人材を育成する。 

  ■期 日  平成 28 年８月３日～８月 17 日（予定） 

  ■場 所  オーストラリア 

  ■参加者  中学生 12 人、団長１人、引率１人 計 14 人 
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基本方針３ 個性を生かし可能性を伸ばす教育の推進 

 子どもたちがお互いの個性を認め合い、個々の長所や可能性を伸ばす指導や支援に取り

組むとともに、障がいがある子どもたちの自立と社会参加を促進するため、早期からの教

育相談等を通して適切な教育支援を行い、一人一人の発達段階に応じた指導の充実を図り

ます。 

 

主要施策⑴ 特別支援教育の充実 11,478 

 ア 特別支援教育推進事業 〔拡充〕 4,767 

 ① 早期からの教育相談・支援体制構築事業 4,523 

   障がいのある子どもに対する早期からの一貫した支援の充実を図ることを目的

とし、地域の特別支援教育の中核を担う発達支援センター（仮称）の設置に向け、

１年目として体制を構築する。 

  ■巡回相談の実施（各施設定期２回・随時） 年間 150 回程度 

  ■保健センター３歳児健康診査での相談事業、支援ファイル配付 

  ■市教育相談の実施（特別支援学級入級・新設、支援員配置） ８月・12 月 

  ■先進地域への視察（西条市・新居浜市） ８月 

  ■各相談における相談件数や相談の主訴などについてのデータの蓄積と分析 

■三課（社会福祉課・子育て支援課・教育総務課）会議の開催 10 月 

 ② 教育支援事業 128 

   医師、教職員によって教育支援委員会を組織し、個々の児童生徒及び未就学児

の状況を把握・判断し、より適切な支援を行う。 

  ■教育支援委員会の開催（５月・９月・１月） 

  ■教育支援調査委員会の開催（６月） 

  ■通級指導判定委員会の開催（５月・９月・１月・３月） 

 ③ 特別支援連携事業 116 

   特別支援教育体制を円滑かつ効果的に実施するために、特別支援連携協議会を

設置し、事業計画の立案、関係機関のネットワークの形成及び事業結果の検討を

行う。 

  ■大洲市特別支援連携協議会の開催（年間２回） 

  ■特別支援教育コーディネーター研修会の開催（６月・８月） 

  ■特別支援教育啓発用リーフレット作成（５００部） 

  ■「就学指導の手引」の改正 

イ ふれあいスクール運営事業  6,711 

  不登校対応施設として、大洲青尐年交流の家に「おおずふれあいスクール」を設

置し、心の居場所の提供に努めるとともに、生活体験や自然体験、個に応じた学習

などにより学校復帰のための支援を行う。 
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基本目標２ 生涯学習の推進と文化・スポーツの振興 

 

基本方針１ 生涯学習の推進 

 あらゆる世代の人がそれぞれのライフスタイルに合わせて主体的に学ぶことができる

よう、多様な学習機会や情報を提供するとともに、幅広い世代の交流や地域活動を通じて

リーダーとなる人材の育成や地域の活性化を図ります。 

 

主要施策⑴ 社会教育事業の推進 7,094 

 ア 成人式事業  2,003 

  次代を担う新成人者を招待し、祝福・激励する。 

  ■期 日  平成 29 年１月８日(日) 

  ■会 場  大洲市民会館大ホール 

  ■対象者  約 517 名（平成 28 年１月１日現在） 

イ 夏季大学事業  1,794 

  市民に多様な学習機会を提供するため、著名人を講師として招き、時代や地域課

題に即したテーマで講演会を実施する。 

  ■時 期  平成 28 年７月～９月 

  ■会 場  大洲市民会館大ホール 

 ウ 科学体験フェスティバル事業 （桝山教育振興会助成事業 800） 1,300 

  理科教育の重要性が認識されるなかで、子どもたちが科学実験や工作を直接体験

し、自然の不思議さ・科学の面白さを実感することにより、科学や技術に対する興

味や関心を高めていくことを目的に開催する。 

  ■期 日  平成 28 年 10 月 15 日(土) 

  ■会 場  国立大洲青尐年交流の家 

  ■内 容  市内小中学校及び高等学校の教職員や生徒、国立大洲青尐年交流の

家などが創意工夫を凝らしたブースを出展する。 

エ 社会教育関係団体活動支援事業  1,360 

  社会教育関係団体である大洲市連合婦人会及び大洲市ＰＴＡ連合会に対して補助

金を交付するとともに、教育委員会内に事務局を置き、その活動を支援する。 

 ① 大洲市連合婦人会事業補助金交付 

 ② 大洲市ＰＴＡ連合会事業補助金交付 

オ 子ども読書活動推進事業  637 

  10 か月児育児相談時にブックスタート（絵本の配布等）を行い、家庭における読

書活動の啓発を行うとともに、平成 25 年度に策定した「大洲市子ども読書活動推進

計画」に基づく推進状況を検証するため、アンケート調査を実施する。 

 ① ブックスタート事業実施（毎月） 

 ② アンケート調査実施（６月） 

  ■対 象  幼児、児童生徒、保護者、教職員 
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主要施策⑵ 公民館事業の推進 11,086 

 ア 公民館・分館活動支援事業  4,544 

  社会教育の拠点施設である公民館及び公民館分館に対して補助金を交付し、その活動

を支援する。 

 ① 公民館事業補助金交付 

 ② 公民館分館事業補助金交付 

イ 学級講座事業  6,542 

  生涯学習社会の実現をめざし、すべての市民があらゆる機会、あらゆる場所を利用し

て、自ら実際生活に即する文化的教養を高め得るよう、地域の実情に応じた多様な学級

講座を開設する。 

ウ 人権・同和教育推進事業  0 

  互いの人権が尊重され、生き生きと暮らせる社会の実現をめざし、学級講座事業と連

動し、同和問題をはじめとする人権問題に関する学習機会を提供する。 

主要施策⑶ 図書館・視聴覚センター事業の推進 16,598 

 ア 図書館資料収集整理事業 （桝山教育振興会助成事業 1,800） 14,869 

  生涯学習の拠点として、多様な市民ニーズに対応するため、図書等の資料の充実に努

めるとともに、文化遺産としての郷土資料を大切に保存し、郷土への理解の深化と郷土

文化の向上に努める。 

 ① 図書・ＣＤ・ＤＶＤ等購入 

 イ 読書活動推進事業  786 

  市民の教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的として事業推進を図

る。特に、子ども読書活動推進に対する保護者の理解促進を図り、家庭での読み聞かせ

や読書の重要性を啓発する。 

  ■生涯学習講座開催 

  ■読書グループ等活動支援 

  ■巡回文庫実施（小学校・公民館・施設・幼稚園等） 

  ■うちどく事業実施（うちどくチャレンジ） 

  ■読み聞かせ（おはなし会）開催 

  ■読書感想文集発行 

  ■読書感想画展開催 

  ■多読書者表彰 

ウ 視聴覚教育推進事業  943 

  視聴覚教材等の整備を図るとともに、学校教育・社会教育の視聴覚教育の発展に寄与

する。 

  ■視聴覚機材及びＤＶＤ教材購入 

  ■子ども映画会開催（奇数月） 
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基本方針２ 文化・芸術の振興 

 本市の歴史や風土の中から生まれ、育まれた文化や文化財を保存・継承し、その魅力を

発信・活用するとともに、文化・芸術に親しむ機会の提供や個性豊かな地域文化の創造に

努め、誇れるふるさとづくりを推進します。 

 

主要施策⑴ 文化・芸術活動の推進 5,093 

 ア 親と子のコンサート事業 （桝山教育振興会助成事業 500） 956 

  日本有数のピアニストとバイオリン奏者を招き、親と子が国際的水準の演奏を聴

くことにより、大洲市の文化の向上と青尐年の高い知性と、豊かな創造性を育てる

ことを目的として開催する。 

  ■期 日  平成 28 年８月７日(日) 

  ■会 場  大洲市民会館大ホール 

  ■出演者  小川典子（ピアノ）、三浦文彰（バイオリン） 

 イ 文化・芸術団体活動支援事業  4,137 

  文化・芸術団体の活動支援を行うとともに、文化・芸術に対する市民の意識の高

揚を図る。 

  ■文化・芸術団体への活動補助 

  ■パソコン講習会の開催 

  ■大洲尐年尐女合唱団活動支援（桝山教育振興会助成事業 100） 

主要施策⑵ 文化財の保存と活用 11,381 

 ア 文化財保存活用事業  9,970 

  文化財の保存・活用等に関する指導・支援を行うとともに、見学会等を開催する

ことで市民の文化財への関心と愛護精神の高揚を図る。 

  ■ 「大洲城跡」「村島宮の首遺跡」「都遺跡」等発掘調査 

  ■ 国登録有形文化財「末永家住宅旧主屋・百帖座敷」の警備・監視体制強化 

  ■ 大洲市埋蔵文化財センター管理及び出土遺物整理業務の充実 

  ■ 指定文化財説明看板の整備 

イ 民俗芸能保存団体活動支援事業  1,411 

  各地域における民俗芸能保存団体活動の支援と地域に根付いた歴史・伝統・文化

の伝承を図る。 

  ■有形・無形民俗文化財に指定されている団体への活動補助 

  ■大洲神伝流保存会日本泳法大会出場事業（桝山教育振興会助成事業 200） 

主要施策⑶ 文化財調査の実施 722 

 ア 指定文化財見直し事業 〔新規〕 387 

  指定文化財については、旧市町村における基準により指定をされており、中には

指定根拠があいまいなものもあることから、専門家による学術的な再調査を実施す

ることで文化財的価値を明確にし、新たな文化財の指定や指定解除の判断材料とす

る。また、新たな文化財の発見にも努める。 

  なお、28 年度については、下記有形文化財を対象に調査を実施する。 

  ■対象文化財：彫刻（16 件）・絵画（12 件）・書跡（12 件）・典籍（1 件） 
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 イ 八幡神社お成り調査事業 〔新規〕 335 

  大洲市内各地には古くから様々な祭り・行事が伝えられているが、近年の急激な社会

環境や価値観の変化により伝統的な祭り・行事の中には変貌したものやすでに廃絶して

しまったものも尐なくない。この中で、大洲八幡神社のお成り（御神幸行列）は、江戸

時代から続く伝統的な行事で、11月に行われる大洲の祭りの風物詩にもなっている。 

  そこで、八幡神社の御神幸行列に焦点を当て、お成りで使用した道具、古文書、行列

全体について 2 か年にわたって調査を実施し、文化的価値が明確になったものについて

は、市の文化財への指定を図っていく。 

主要施策⑷ 博物館事業の推進 3,803 

 ア 資料収集整理事業  1,585 

  大洲市に関係する資料の調査・収集に努めるとともに、企画・特設展の開催に伴う資

料調査を実施する。 

  館蔵資料の整理、目録作成するとともに、収蔵品管理システムへの登録を行うことで、

利用者が利用しやすい環境を整える。 

イ 展示活動事業  598 

  魅力的な企画・特別展・特設展の開催に努めるとともに、歴史・民俗・自然など常設

展の充実を図る。 

  市民ギャラリーなどを開催し、特別展示室の有効活用を図る。 

 ウ 教育活動事業  1,620 

 ① 生涯学習講座（ふるさと見聞講座） 236 

   一般市民を対象に、地域の歴史・美術・自然などの地域文化に対し、生涯（郷土）

学習の機会を提供する。 

 ② 大洲歴史文化教室    （桝山教育振興会助成事業 400） 510 

   市内の小学生を対象に、史跡めぐりや体験活動を行い、郷土の歴史や文化に触れさ

せ、豊かな人間性を育てる。 

  ■対 象  小学４・５・６年生 

  ■内 容  市内、県内の歴史探訪、文化財めぐり 体験活動（和紙づくり、はにわ

づくり、潮流体験、洞窟探検等） 美術館、博物館、資料館等見学 

 ③ 大洲自然科学教室    （桝山教育振興会助成事業 500） 713 

   市内の小学生を対象に、自然観察や科学体験活動を行い、自然に親しみ科学する心

を育む。 

  ■対 象  小学５・６年生 

  ■内 容  フィールドワークによる動植物、川や海の生物、野鳥等の観察、採集、

鉱物・岩石、地質・地形等の観察 星座や流星の観測 博物館等見学 

 ④ 史談会活動の支援 161 

   大洲の歴史・地理・文化・産業などの研究活動の実施や、毎月実施の例会で成果の

発表を行うほか、年 1回、研究誌「温古」を発刊する。 

  ■会員数  218 名（平成 27年 10 月末現在） 
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基本方針３ スポーツの振興と健康・体力づくりの推進 

 スポーツイベントや施設の充実により、生涯にわたり日常的にスポーツに親しむ機会を

提供し、市民の心身の健康維持と向上を図ります。 

 

主要施策⑴ 各種スポーツイベントの充実 2,961 

 ア 大洲ジュニアトライアスロン大会 （桝山教育振興会助成事業 600） 1,386 

  21 世紀を担う青尐年の健全育成と、大会を通じて川を大切にする意識の高揚を図

ることを目的として開催する。 

  ■日 時  平成 28 年８月７日（日） ９時 20 分～ 

  ■会 場  肱川・肱川緑地公園・多目的グラウンド 

イ 大洲市カヌーツーリング駅伝大会  513 

  郷土の母なる川「肱川」の自然に親しむことにより、「川」を大切にする意識の高

揚を図るとともに、カヌーの普及と生涯スポーツの振興に資することを目的として

開催する。 

  ■日 時  平成 28 年８月 21 日（日） ９時～ 

  ■会 場  肱川カヌーコース（大成橋上流→城山下） 

ウ 大洲市駅伝大会  696 

  県内市町からの大会参加チームの相互交流を深めるとともに、駅伝の普及に努め、

また、市民の健康づくり・体力づくりに対する意識高揚及び活性化を図ることを目

的として開催する。 

  ■日 時  平成 28 年 11 月 27 日（日） ９時 30 分～ 

  ■コース  晴海ふれあいパーク～長浜商店街～長浜大橋～赤橋～小浦～下須戒

～白滝～八多浪～多田～五郎～只越～大洲市民会館 

エ 大洲市健康マラソン大会  366 

  市民の体力の向上と健康の増進を図り、明るく豊かな市民生活の実現を目指すこ

とを目的として開催する。 

  ■日 時  平成 29 年２月５日（日） ９時 30 分～ 

  ■会 場  八幡浜・大洲地区運動公園特設マラソンコース 

主要施策⑵ 地域スポーツの推進 4,063 

 ア 各地区スポーツ・レクリエーション活動充実事業  3,031 

  各支所及び公民館におけるスポーツ行事やレクリエーション活動等の充実を図

る。 

イ 学校体育施設開放事業  1,032 

  社会体育を通じての地域コミュニティづくりを推進する。 

  学校体育施設（屋外及び屋内運動場）の開放と利用促進を図る。 

主要施策⑶ スポーツ関係団体の育成 6,376 

 ア スポーツ関係団体活動充実事業  4,982 

  体育協会等のスポーツ関係団体の指導・育成と活動の充実に努める。 

イ スポーツ推進委員育成事業  1,394 

  スポーツ推進委員の資質向上と相互交流を推進する。 

  ■各種研修会等への参加 

  ■各種スポーツイベントの協力 

  ■各地区スポーツ・レクリエーション活動の推進 
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主要施策⑷ スポーツを通じた青尐年の健全育成 546 

 ア スポーツ尐年団活動事業 （桝山教育振興会助成事業 200） 546 

  青尐年スポーツの普及と育成及び活動の活発化を図る。 

  各種スポーツ大会を開催する。 

イ スポーツ指導者養成事業  （上記に含む。） 

  スポーツ指導者の養成と研修会を開催する。 

主要施策⑸ 社会体育施設の整備充実 248,548 

 ア 社会体育施設整備事業  247,924 

  社会体育施設の設備の充実と利用促進を図る。 (うち一部事務組合予算 127,500) 

  利用者へのサービス向上を図る。  

  えひめ国体開催に向けて八幡浜・大洲地区運動公園の施設改修を図る。 

 ① 長浜体育館改修工事 45,000 

   施設の老朽化に伴い、屋根防水工事をはじめ、その他必要となる改修工事を実

施する。 

 ② 徳森公園テニスコート改修工事 28,416 

   施設の老朽化に伴い、既存のテニスコート 2 面を、「ハードコート」から「砂入

り人工芝」へ改修工事を実施する。 

 ③ 総合体育館小体育室等床改修工事 11,524 

   施設の床が経年劣化による損傷が激しいため改修する。 

 ④ 総合体育館トレーニングマシン購入 15,747 

   トレーニング室のコンビネーションマシンの老朽化に伴い、より使い易い機能

を持つマシンに更新する。 

 ⑤ 国体関連施設整備事業 147,237 

  ■総合体育館バスケットゴール等購入 19,737 

   バスケットゴールの老朽化に伴い、バスケットゴール２対の更新を図る（「全国

障害者スポーツ大会 バスケットボール（知）競技」で使用）。 

  ■八幡浜大洲地区運動公園改修工事 127,500 

   ソフトボールの練習会場となる自由広場の整備をはじめ、案内看板設置、新規

駐車場改修（旧トリムコース）、園路工事等の工事を実施する。 

イ 夜間照明施設維持管理事業  624 

  夜間照明施設の維持管理に努める。 

主要施策⑹ プロスポーツを活用した地域振興 494 

 ア 愛媛ＦＣ・愛媛マンダリンパイレーツを通じた地域密着型活動支援事業 494 

  プロスポーツを通じた地域密着型活動の支援等を行うことにより、地域の一体感

の醸成を図るとともに地域活性化を促進する。 

  愛媛ＦＣ「マッチシティ」での観客動員並びに特産物販売等を通した本市の情報

発信を行う。 
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基本目標３ 豊かな学びを支える教育環境づくり 

 

基本方針１ 社会総がかりで取り組む教育環境づくり 

 家庭教育に関する学習機会の提供や相談体制の強化により、家庭における教育力の向上を

図るとともに、地域に根ざした特色ある学校づくりを推進するため、学校・家庭・地域が連

携して協力し合える環境づくりに取り組みます。 

 

主要施策⑴ 青尐年健全育成事業の推進 7,766 

 ア 「父親の出番です」通信講座事業  569 

  学習機会の拡充及び家庭教育の深化を図るため、通信講座を開設する。 

  ■「父親の出番です」発行（年４回） 

  ■スクーリング開催（年２回） 

イ 青尐年健全育成推進協議会活動支援事業  1,072 

  各地区青尐年健全育成推進協議会に対して補助金を交付し、地域における青尐年の健

全育成活動を支援する。 

  ■青尐年健全育成推進協議会事業補助金交付 

ウ 青尐年センター運営事業  2,563 

  尐年問題を取り扱う関係機関・団体等と緊密な連携を図り、尐年に対する生活指導及

び補導活動を総合的かつ効率的に行い、尐年の健全育成に寄与する。 

  ■尐年補導委員会運営 

  ■青尐年問題協議会運営 

エ 学校・家庭・地域連携推進事業  3,559 

  子育て支援チーム「大洲子育てサポート“そよ風”」を喜多小学校内に設置し、子育て

に関する情報提供を行うほか、学校や関係機関と連携し、必要な支援を行う。 

  ■広報紙「そよ風通信」発行（年 11回） 

  ■子育て学習会（広場）開催 

  ■子育て相談業務（随時） 

オ 「小中学生のスマートフォン使用に関する市内統一ルール」普及推進事業 3 

  子どもたちの生活習慣の乱れやいじめ、犯罪の未然防止を目的として、平成 26年度に

策定した「小中学生のスマートフォン使用に関する市内統一ルール」の普及に努める。 

主要施策⑵ あったか家庭・地域プロジェクトの推進 〔新規〕 45 

 ア 「家庭の日」普及推進事業  15 

  笑顔あふれる温かな家庭・地域づくりをめざし、“月に一度は「家庭の日」を設けこん

な一日にしましょう”を合言葉に、チラシを作成するなどして普及に努める。 

イ 「家庭だんらん運動」普及推進事業  15 

  笑顔あふれる温かな家庭・地域づくりをめざし、“家庭をこんな毎日にしましょう”を

合言葉に、チラシを作成するなどして運動を推進する 

ウ 「愛の声かけ運動」普及推進事業  15 

  笑顔あふれる温かな家庭・地域づくりをめざし、“家庭や地域をこんな毎日にしましょ

う”を合言葉に、チラシを作成するなどして運動を推進する。 
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基本方針２ 子どもと向き合う教育環境づくり 

 いじめや不登校をはじめ複雑化・多様化する課題に対して関係機関と連携した取組みや

研究を進め、研修の充実により教職員の専門的知識や資質の向上に努めるとともに、教職

員が子ども一人一人と向き合う時間を確保することができる環境を整えます。 

 

主要施策⑴ 生徒指導の充実 2,914 

 ア いじめ・不登校対策協議会推進事業  276 

  「大洲市いじめ・不登校等対策協議会」において各機関の意見の集約を行うとと

もに、協議会からの提言を踏まえて、問題解消に努める。 

  ■校区別「いじめ不登校に関する研修会」を開催し、各地域の実情に即した取組

の推進 

  ■教職員の指導力の向上を図るための講演会の開催 

イ メンタルサポーター設置事業  1,600 

   小学校の統廃合に伴い、統合校にメンタルサポーターを配置（２年間）し、統

合時の教育環境の急激な変化に対応することができにくい子どもの不登校や学業

不振、環境への不適応等の問題の未然防止、早期発見・早期解決に努める。 

  ・実施校 ２校（喜多小学校、長浜小学校） 

ウ ハートなんでも相談員設置事業  1,038 

  生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげて心のゆとりが持てるような環境

づくりをするため、中学校に「ハ－トなんでも相談員」を配置し、その活用と効果

に関する調査研究を行う。 

  ■配置人数  ３名（肱川中・肱川小、肱東中・菅田小、新谷中・三善小各 1 名） 

エ 小中学校生徒指導支援事業  0 

  「いじめ STOP 愛顔の子ども会議 in おおず」において、市内各小中学校から代表

が集まり、他校の実践に学ぶことや仲間づくりのエクササイズを体験することを通

して、いじめ根絶にむけて主体的に取り組む意欲を高めるとともに、自校における

いじめ根絶への取組につなげる。 

主要施策⑵ 安全・安心な学校づくりの充実 1,008 

 ア 防災教育推進事業  700 

  長浜小学校での学校防災教育実践モデル地域研究事業を主として、近隣学校や地

域を巻き込んだ活動を進める。 

イ 地域とともに取り組む防犯体制充実事業  308 

  スクールガードリーダーによる学校巡回指導を通じて、小中学校の状況に応じた

適切な指導を進める。 

 ① 地域ぐるみ安全安心対策事業 308 

ウ 交通安全教育推進事業  0 

  近年の市内での交通事故の例や、報道等を活用した指導の徹底を図る。また、各

学校区での地域巡回を実施市、危険箇所の点検及び改善を進める。 

主要施策⑶ これからの学校教育システムの在り方の検討 0 

 ア 学校教育システム改善検討事業  0 

  小中一貫教育やコミュニティースクール等、地域の実態に応じた適切な学校の形

態等の導入についての検討を進める。 



13 

 

基本方針３ 安全・安心な教育環境の確保 

 教育施設の耐震対策をはじめとする計画的な整備を推進し、市民が安全で安心して学べ

る教育環境を確保します。 

 

主要施策⑴ 学校施設・設備の充実 662,407 

 ア 学校施設耐震対策事業  613,558 

  見直しを行った大洲市立学校施設整備計画に基づき、耐震基準に満たない学校施

設の耐震対策及び老朽改修を計画的に実施する。なお、本計画の完了を平成 33 年度

末としているが、一日でも早く耐震化を完了させるため、事業全体の進捗状況の把

握に努め、可能な限り業務を繰上げ実施し効率的な耐震化を図る。 

 【耐震補強及び大規模改造】 

№ 学校名 
区分 H28 

予算額 

内訳 

施設 実施内容 H27⇒（繰越） H28 当初 

1 平野小学校 校 舎 工 事 387,081 141,543 245,538 

2 河辺中学校 体育館 工 事 148,648 145,546 3,102 

3 肱川幼稚園 園 舎 工 事 56,248 53,628 2,620 

4 肱東中学校 体育館 設 計 6,841 0 6,841 

5 大洲北中学校 校 舎 工 事 16,740 0 16,740 

計 615,558 340,717 274,841 

  ※ 大洲北中学校は、仮設校舎解体を実施（～５月末） 

 【改築】 

№ 学校名 
区分 H28 

予算額 

内訳 

施設 実施内容 H27⇒（繰越） H28 当初 

1 大洲南中学校 体育館 調査・設計 5,109 2,999 2,110 

2 大洲北中学校 
技術教室棟 
体育館 

調査・設計 4,900 2,842 2,058 

3 長浜中学校 
校 舎 
体育館 

ＰＦＩ手続 25,019 0 25,019 

4 肱川中学校 
校 舎 
体育館 

ＰＦＩ手続 3,484 0 3,484 

計 38,512 5,841 32,671 

  ※ 債務負担設定（長浜中 1,924,716 肱川中 21,276）  

イ 学校施設老朽化対策事業  48,849 

  老朽化して危険度の高い学校施設については、応急改修を進め、教育環境の整備

充実を図る。また、改築、大規模改造の計画がない学校の老朽化した施設設備につ

いては、計画的に整備を行う。 

№ 区分 H28 予算額 内容 

1 小学校 26,412 
設計 03,202（菅田小校舎防水、新谷小体育館屋根改修） 
修繕 08,810  工事 14,400 

2 中学校 19,737 
設計 02,495（新谷中校舎屋根改修） 
修繕 08,000 
工事 09,242（一般 8,000、大洲北中戸棚改修 1,242） 

3 幼稚園 2,700 修繕 00,700  工事 02,000 

． 
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主要施策⑵ 社会教育施設・設備の充実 18,364 

 ア 公民館建設事業 〔新規〕 5,143 

  老朽化した大和公民館の建替移転を検討するため、大和小学校跡地の境界確定及

び水準測量並びに現況平面図作成を行う。 

イ 公民館維持修繕等事業  12,198 

  市民が安全で安心して学ぶことができるよう施設の維持修繕を行い、延命化を図

るとともに、設備の充実を図る。 

 ① 南久米公民館屋根塗装工事 

 ② 上須戒公民館雨漏り修繕工事 

 ③ 肱川公民館誘導灯修繕工事 

 ④ その他修繕 

  ■誘導灯（８館）、浄化槽（２館）、雨漏り（１館）、自動火災報知機（３館）など 

 ⑤ 備品購入 

  ■ＡＥＤ（12 館）、音響設備（５館）、ＰＡパック（２館）、ＣＤラジカセ（１館） 

ウ 図書館維持修繕等事業  1,023 

  市民が安全で安心して利用することができるよう施設の維持修繕を行い、延命化

を図るとともに、設備の充実を図る。 

 ① 修繕 

  ■自動ドア、ブラインド、誘導灯など 

 ② 備品購入 

  ■書架 
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２ 子育て支援課 

⑴ 保育所の運営等 1,304,112 

 ア 市立保育所 1,126,471 

  市立保育所について、需要に応じたサービスの提供や適切な運営を図りながら、

施設の老朽化に伴い必要な改築等を計画的に進める。 

 【市立保育所】 

区 分 保育所数 定 員 園児数 備  考 
大洲地区 11 863 人 733 人 保育所費  計  925,864 

運営費     433,286 
延長保育促進事業 8,406 
職員人件費等  484,172 

長浜地区 3 150 人 136 人 
肱川地区 1 45 人 39 人 

計 15 1,058 人 908 人 

 【改築】 

№ 保育所名 実施内容 
H28 

予算額 

1 長浜保育所 改築工事、工事監理、備品、仮設園舎解体等 181,164 
2 菅田保育所 設計業務 19,443 

計 200,607 
 

イ 私立保育所 177,641 

  保育事業の実施に伴い、認可私立保育所に運営委託を行う。 

 【私立保育所（運営委託）】 

№ 保育所名 支出区分 内訳 
H28 

予算額 

1 大洲乳児保育所 委 託 料 保育料 7,201（平均＠10,001 円/月） 
国(1/2)38,877 県(1/4)19,438 
市 23,254 

88,770 

運営補助  300 

2 五郎保育園 
委 託 料 

保育料 7,246（平均＠8,626 円/月） 
国(1/2)38,112 県(1/4)19,056 
市 23,857 

88,271 

運営補助  300 

計 177,641 
 

⑵ 私立幼稚園の運営等 160,578 

   私立幼稚園について、子ども・子育て新制度に基づく施設型給付を行うとともに、

認定こども園開設に伴う施設整備費の一部を助成する。 

【私立幼稚園（施設型給付）】 

№ 幼稚園名 支出区分 内訳 
H28 

予算額 

1 愛媛帝京幼稚園 
（認定こども園） 

施設型給付費 国 24,306(1/2) 県 27,523(1/2・1/4) 
市 42,874  

94,703 

施設整備補助 国 27,700(1/2) 市 13,850(1/4) 
（施設 1/4） 

41,550 

2 長浜幼稚園 施設型給付費 
国 7,171(1/2) 県 7,315(1/2・1/4) 
市 9,839 

24,325 

計 160,578 
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【第３子以降保育料無料化（新規）】 

１ 目的 

  保育所等に在籍する児童のうち第３子以降の児童に係る保育料を無料化することに

より、尐子化社会において多子世帯における子育ての経済的負担を軽減し、安心して

子どもを産み育てることができる環境づくりを推進する。 
 
２ 対象施設 

認可保育所（公立１５保育所・私立２保育所）、認定こども園（私立１園）、 

幼稚園（私立１園） 
 
３ 対象児童 

保護者等が現に養育している子どもが３人以上いる世帯のうち、年長者を第１子と

し、年長順に数えて第３子以降の児童 
 
４ 無料化の要件 

  ・ 保護者、対象児童ともに、市内に居住し住民基本台帳に記録されていること。 

  ・ 保育料、市民税等を滞納していないこと。 
 
５ 適用年月日 

  平成２８年４月１日 
 
６ 従前の制度 

  同一世帯から３人以上の児童が保育所、幼稚園、認定子ども園等に入所又は児童発

達支援を利用している場合において、就学前児童が保育所に入所している際には、３

人目以降が利用者負担額０円となっている。 
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⑶ 地域のニーズに応じた子ども・子育て支援 83,759 

 ア ファミリーサポートセンター事業 2,553 

地域で子どもの預かり援助を受けたい者と援助をしたい者の橋渡しを専任のアド

バイザーが行う。（平成 25 年 4 月開設） 

＜財源内訳：国(1/3)666 県(1/3)666 市 1,221＞ 

イ 放課後児童健全育成事業 58,285 

昼間保護者が家庭にいない児童を対象に指導員を配置し、適切な遊びや生活の場

を１１施設（大洲・久米・喜多・平・平野・菅田・新谷・粟津・長浜・肱川・河辺）

において提供する。 

＜財源内訳：国(1/3)12,582 県(1/3)12,582 利用者負担 16,345 市 16,776＞ 

ウ 一時預かり事業 9,955 

保護者の疾病入院、勤務形態等により一時的に保育が必要となる児童を１日単位

で保育する。（大洲乳児保育所・帝京幼稚園（平成 28 年度は三善保育所）で実施） 

  ＜財源内訳：国(1/3)3,311 県(1/3)3,311 市 1,983 負担金 1,350＞ 

エ 延長保育事業 1,374 

保育所及び認定こども園等で延長保育を実施する。 

＜財源内訳：国(1/3)458 県(1/3)458 市(1/3)458＞ 

オ 病児保育事業 11,592 

市内の小児科医院において、病児保育を行う。 

  開設準備費補助金(4,000)・管理業務委託料(7,592) 

＜財源内訳：国(1/3)3,863 県(1/3)3,863 市(1/3)3,866＞ 

 

【病児保育事業（新規）】 

１ 目 的 

  保育所に通所中等の病気の回復に至らない時期にある児童又は病気の回復期にある

児童について、集団保育等が困難と認められる期間に、一時的に保育する事業を実施

することにより、保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに、児童の健全な育

成及び資質の向上に寄与する。 
 
２ 実施施設 

大洲市東大洲 亀井小児科（開設：平成２８年６月１日） 
 
３ 利用対象者 

市内に住所を有する、生後６ヶ月から小学校３年生までの児童のうち、病気により

安静の確保に配慮する必要がある児童で、かつ保護者の就労等の事情により家庭での

保育が困難な児童 
 
４ 利用期間 

  平日 8：30～18：00  土曜日 8：30～13：00 
 
５ 利用期間 

 １回につき連続する７日以内 
 
６ 利用料金 

５時間以上 １日＠2,000 円  ５時間未満 １日＠1,250 円 

※ 生活保護法による被保護世帯、市民税非課税世帯等は利用料金免除 
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議題２ 小中一貫教育の推進について 

 

大洲市小中一貫教育推進事業計画 

平成２８年５月３０日  

大洲市教育委員会議決  

１ 現  状 

  本市では、尐子高齢化や地域コミュニティの衰退が進むことにより、教育課

題が多様化、複雑化してきている。また、市内の小学校の統廃合が進み、各地

域に１中学校・１小学校の校区が増えてきた。 

  そこで、大洲市教育大綱に基づき、小中一貫教育校や連携校にすることで、

義務教育９年間を見通し、子どもの発達段階と学習の連続性を重視した教育を

行うことを通して、子ども一人一人の学力の向上を図るとともに、豊かな人間

性やたくましい心身を育む教育活動を行うことが重要である。 

表 校区一覧 

№ 中学校名 小学校名 幼稚園名 

1  大洲南中学校  大洲小学校 

 久米小学校 

 大洲幼稚園 

 久米幼稚園 

2  大洲北中学校  喜多小学校 

 平小学校 

 喜多幼稚園 

3  平野中学校  平野小学校  平野幼稚園 

4  肱東中学校  菅田小学校   

5  新谷中学校  新谷小学校   

6  大洲東中学校  三善小学校 

 粟津小学校 

  

7  長浜中学校  白滝小学校 

 長浜小学校 

  

8  肱川中学校  肱川小学校  肱川幼稚園 

9  河辺中学校  河辺小学校  河辺幼稚園 

 

２ 目  的 

  義務教育９年間を連続した期間ととらえ、発達段階に応じた一貫性のある指

導を行うとともに、教職員や児童生徒が連携し、交流を深めることにより、小

学校と中学校が一体となって子どもたちを育てる。 

 ⑴ 中一ギャップの解消（いじめ不登校の解消、生徒指導の充実） 

 ⑵ 小学校から中学校への接続の円滑化（授業形態の変化対応、９年間を見

通した教育課程） 

 ⑶ 尐子化の進行や地域コミュニティの弱体化、核家族化の進行により児童

生徒の人間関係が固定化しやすい中、児童生徒が多様な教職員、児童生徒

と関わる機会を増やすことで、小学生の中学校進学に対する不安感を軽減

する。 
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３ 期待される効果 

  小中学校で一貫した「質の高い教育を」行うことができる。 

 ⑴ 小学校と中学校の教員が協力したきめ細かな指導を行うことで、「確かな

学力」を定着・向上させることができる。 

 ⑵ 異年齢集団での活動を通して、「豊かな人間性」を育てることができる。 

 ⑶ 小学校での運動と中学校での部活動や駅伝練習の接続が可能となり、運動

を通して「健やかな体」を育成することができる。 

 ⑷ 小学校と中学校の違いにうまく対応できない「中 1 ギャップ」を解消する

ことができる。 

 ⑸ 行事の共通化、合同化による行事の精選と指導時数の確保ができる。 

 ⑹ 共同での授業研究会により教職員の資質の向上を図ることができる。 

 ⑺ 保護者・地域の協力体制を一層充実させることができる。 

 

４ 具体的な取組 

  小中一貫教育のモデル校として、平野小学校、平野中学校を指定し、その効

果を検証する。平野地区は、もともと１中学校・１小学校で同一の敷地内にあ

り、地域のつながりや教育力も高い。また、行事や小中学校間の連携も十分に

ある。このことは、現在提案されている小中一貫教育校の取組そのものである。 

 ⑴ 小中一貫教育の実施（教育課程特例校制度） 

  ア 平野小・中学校独自の学習として、「ふるさと平野を愛し、誇りをもつ

児童生徒」を育てるための「ふるさと学習」（仮称）の授業を行う。 

 【関連】大洲市教育大綱 

       「基本理念」 ふるさと“大洲”を愛する人づくり 

       「基本目標及び基本方針」 

        ・基本目標１ 未来を拓く子どもの育成 

              ⑵ 郷土を愛する心と世界に通用する人材の育成 

        ・基本目標３ 豊かな学びを支える教育環境づくり 

              ⑴ 社会総がかりで取り組む教育環境づくり 

  イ 中学校の教員が小学校で、小学校の教員が中学校で教える「乗り入れ

指導」を行う。 

  ウ 異年齢集団での学びを深めるため、幼小中ふれあい運動会をはじめと

して、小中学生が「合同で行う活動」を多く実施する。 

 ⑵ 学校支援地域本部事業の実施 

  ア 概  要 

    地域と学校が連携・協働して、地域全体で未来を担う子どもたちの成

長を支えていく様々な活動を推進するため、地域と学校をつなぐコーデ

ィネーターが中心となり、地域住民等の協力を得て学校支援活動を行う。 

  イ 事業内容 

    コーディネーターの雇用、事業の仕分け 
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 ⑶ コミュニティースクール導入の検討 

   教育委員会から任命された保護者や地域住民等が、「学校運営協議会」を組織

し、学校運営の基本方針を承認したり、教育活動について意見を述べたりするこ

とを通じて、学校の様々な課題解決に参画する。 

 

５ タイムスケジュール 

 ⑴ 平成２８年度の取組 

   兼務校発令を行い、中学校の英語の指導者２名が、小学校５、６年の外国語学

習の指導に出向いている。体育、音楽、図工、家庭科等の実技教科及び理科につ

いては、校舎の耐震化工事のため、今年度から中学校の教室を利用する計画にし

ている。 

    ① 平成２９年度実施に向けてのタイムテーブルの作成 

    ② 各種行事や総合的な学習の時間、生活科に関する教育課程の作成と調整 

    ③ 日課表の調整 

    ④ 小中学校相互の教員の兼務計画の作成 

    ⑤ 生徒指導計画の作成（いじめ・不登校、生徒指導） 

    ⑥ 学校組織の整備（施設の共用等） 

 ⑵ 申請手続きについて 

  ア 小中一貫教育（教育課程特例校制度） …平成２８年８月申請予定 

                          １２月に認可予定 

  イ 学校支援地域本部事業        …生涯学習課に申請準備中 

  ウ コミュニティースクール       …実施前年度の１月申請予定 

 

 


